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広報みなみいず ２０１１．１２２
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　特別会計とは、一般会計とは別に特定の歳入を
特定の歳出に充て、一般会計の歳入歳出とは区分
して運営する会計です。また、水道事業会計は事
業収益を持ち、企業方式で経営しています。
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　平成２２年度の一般会計の歳入総額は５３億２，９４８
万円で、前年度と比べて８６９万円の増でした。
　歳出総額は４２億８，０６０万円で、前年度と比べて
７億３，２６６万円の減でした。内訳は、民生費が最
も多く、次いで総務費、借入金返済のための公債
費、保健衛生・清掃事業等の衛生費、以下土木費、
教育費、消防費、商工費、農林水産業費、議会費、
災害復旧費の順になっています。
　前年度に比べ歳出が減少した要因は、地域活性
化交付金関連事業および財政調整基金積立金の減
によるものです。
　事業の効率化をはじめとする行財政改革により、
４年連続で財政調整基金を取り崩すことなく、翌
年度へ３億３，６２３万円を繰り越すことができまし
た。
　なお、財政健全化法に定めのある財政指標（健
全化判断比率）については、健全であるとされる
基準内に納まっております。
　各比率とその分析など詳細については、町の
ホームページをご覧ください。
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※人口９，６３３人（Ｈ２２年４月１日現在）
で算出しています。
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広報みなみいず ２０１１．１２４
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（注）町長、副町長を除き教育長を含む。
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（注）ラスパイレス指数とは、国
家公務員行（－）の棒給月額
を１００とした場合の地方公務
員一般行政職の給与水準を
いいます。
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（注）経験年数は給与実態調査の基準によるため、職員の
　　実際の勤続年数とは異なる場合があります。
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（注）人件費には、特別職に支給される給与、報酬を含みます。
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（注）１　給与費は町長、副町長、教育長、議員および各種委員の報酬は
含みません。また、職員手当には退職手当を含みません。
２　職員数は、平成２２年４月１日現在の人数です。
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（注）給与は給料に手当を加えた額です。
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（注）１　南伊豆町給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
２　標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
３　一般行政職は全職員から町長、副町長および教育長ならびに福祉職１６人、税務職８人、技
能労務職１９人、保健職５人、企業職８人、教育職４人を除いたものです。
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　農業委員会委員選挙の選挙権は、町長または町
議会議員選挙のように２０歳になれば自動的に与え
られるのではなく、��������	
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＊被選挙権（南伊豆町農業委員会委員選挙に立候
補すること）、農業委員のリコールの請求権に
ついても、名簿に登録されないと与えられませ
ん。

��������	
��
�����

　次の３つの要件を、�����必要があります。
�平成２４年１月１日現在で、南伊豆町に住所を有
する方
�２０歳以上の方（平成２４年３月３１日現在で計算）
�田畑併せて１０�以上の農地の耕作者またはその
配偶者もしくは同居の親族で、かつ、１年にお
おむね６０日以上耕作に従事する方
　または１０�以上の農地について、耕作の業務を
営む農業生産法人の組合員、社員または株主
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　農業委員は、農家の相談相手です。地域におけ
る優良農地の確保のため、農地の貸し借り、売買、
転用等の申請に対する審議や、地域農業の振興を
図るため、農地の貸し借りの促進、農家が行政に
実施してほしい要望等の取りまとめ等を行ってい
ます。
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　現在、南伊豆町の農業委員は１６人で、選挙およ
び町長の選任によって選ばれます。当町では、１１
人が昨年７月２７日に行われた選挙（実際は無投票）
により、５人が農協、農業共済組合、町議会が推
薦した者を町長が選任することにより選ばれまし
た。任期は、平成２５年７月３０日までです。
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　一定の資格を満たす方で、名簿への登録を希望される方は、
この広報誌に添付した���������	��
��
�
��������	
��
����������してくだ
さい。記載例は、申請書の裏面に掲載してあります。
　なお、この申請は毎年必要ですので、��������	
��������	
��
����

����　平成２４年１月１０日（火）
����　次の�����������	
��してくださ
　　　　　い。
 �お住まいの地区の区長に提出 
 �直接、役場産業観光課に提出 
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　１１月５日、上賀茂で建設が進め

られている「南伊豆認定こども園」

の上棟を祝う餅投げが、南中地区

区長会、施工業者の共催により行

われました。地元区長らの発案に

より餅や菓子が用意され、約５００

人の親子が集まり盛大に行われま

した。認定こども園は、４月に開

園予定です。
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　１１月９日、町消防団は、秋の全国火災予防運動

の一環として消防車両による防火パレードを行い

ました。警笛を鳴らしながら町内を巡回し、防火

を呼びかけました。

　１１月４日、県庁で秋

の叙勲伝達式が行われ、

元県農林技術研究所伊

豆農業研究センター南

伊豆ほ場技能長の櫻田

さんが瑞宝単光章（地方

自治）を受章しました。

退職するまで４７年間、

カーネーションをはじ

め研究植物の栽培管理

にあたられました。
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　１１月５日、下田海

上保安部は、「灯台

記念日（１１月１日）」

行事の一環として石

廊埼灯台を一般公開

しました。来場者は、

普段見ることのでき

ない灯台内部や展望

スペースからの眺め

を満喫しました。
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　１１月９日、教育委員会主催の南伊豆町文化財め

ぐりが行われ、町内４寺院と子浦日和山遊歩道を

訪れました。参加者は、南史会会長の渡辺守男さ

んと上原仏教美術館学芸員の田島整さんから説明

を受け、熱心に見学しました。
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　図書館では“おはなし会”を、年３
回開催しています。読み聞かせボラ
ンティアさんを中心に、工夫を凝ら
した演出で、子どもたちに読んで欲
しい本を紹介しています。
　今回は「クリスマス」にちなんだ
楽しい企画で皆さんをお待ちしてい
ます。お友だちも誘って来てね。
��　１２月１７日（土）　１４：００～
��　中央公民館　２階講義室

　本の素晴らしさを子どもたちに伝
えるために、お手伝いをしていただ
けませんか。本の好きな方、子どもの
好きな方、お待ちしています。お気
軽に図書館までご連絡ください。
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　南伊豆町の皆さん、こんにちは。
　今月は、今注目を集めている、
塩尻市内の学校給食についてお知
らせします。市内の小・中学生か
ら圧倒的な支持を受けている給食
メニューの一つに、「キムタクご
はん」があります。本市の管理栄
養士が考案した、オリジナルの給
食メニューです。
　今年２月に全国ネットのテレビ
番組に取り上げられると、学校や
給食関係者をはじめ全国から問い

合わせが殺到し、今では、日本中
の多くの学校で給食メニューとし
て提供されています。
　その人気の秘密は、ユニークな
ネーミングや、酸味と甘みなどが
絶妙に絡み合う味加減ばかりでは
ありません。まず、栄養のバラン
スが良いことが挙げられます。キ
ムチに含まれるカプサイシンは、
新陳代謝を高め、脂肪を燃焼させ
ます。肉類にはビタミンＢ２など
も豊富に含まれています。ビタミ
ンＢ２は、体内でお米をしっかり
と燃焼させ、エネルギーに変える
手助けをしています。また、家庭
で気軽に作られることも、高い支

持を得る理由の一つでしょう。
　動画サイトYouTubeで、レシピを
紹介しています。ぜひ、ご家庭で
お試しください。
URL http://www.youtube.com/user/SHIOJIRICITY
���　塩尻市教育総務課
　　�０２６３－５２－０２８０
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����������（１個分エネルギー１７４kcal、塩分１．１g）

��������	
��
����
��������	
��

�������������

�������������

�������������

������������

�����������������

���������������

�����������������

����������������

�����������	
��

���������������

�����������������

�

�

�

��������	
��
���������

���������	
��
�����������

��������	�
��
����

���������	
��
����������

��������	
��
����������

��������	
��
����������

���������	
��
���������

��������	
���


��������	
��

����������

��������	
��
����������

��������	
���
����������

���������	
��
����������

��������

�������

�����������
��������	
���
���
�����������
��������	
���
���



広報みなみいず ２０１１．１２１０１０
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　工業統計調査は毎年１２月３１日現在

で実施していますが、「平成２３年工

業統計調査」は、平成２４年２月１日

に「平成２４年経済センサス－活動調

査」が実施されるため中止となりま

す。「平成２４年経済センサス－活動

調査」実施の際はご協力をお願いし

ます。

　なお、平成２４年１２月３１日現在で実

施する調査は、これまでと同様に

「平成２４年工業統計調査」として実

施しますので、引き続き、ご協力を

お願いします。

���　企画調整課

　　　　�６２－６２８８

　役場新庁舎の完成見学会を次のと

おり実施しますので、ぜひご覧くだ

さい。なお、１２月２６日から新庁舎で

町の業務を行います。

���　１２月１９日（月）

����　新庁舎玄関前

����　１０：００から１２：００の間で

　　　　　自由見学

＊駐車場は、新庁舎の敷地内をご利

　用ください。

���　総務課　庁舎建設検査係

　　　　�６２－６２１１
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　受診は完全予約制ですので、受診

希望の方は、下記期間内に健康福祉

課健康係へお申込みください。

����４０歳以上で偶数年齢の方

　　　　（６月未受診者）

　※基準日：平成２４年３月３１日

���　１，５００円

��　下記に掲載

����

　�������������������

※対象の方には、１２月中に問診票を

　郵送します。

※受診希望の方で、申込みをしてい

　ない等の理由で問診票等が届かな

　い方は、ご連絡ください。

※社会保険の方も受診できます。

���　健康福祉課　健康係

　　　　�６２－６２３３

　暮らしの中の悩み事（家庭・労働・

年金問題、多重債務など）を一緒に

考え、専門的な機関を紹介します。

��������

　ライフサポートセンター東部

　�０５５－９２２－３７１５

����　平日９：００～１７：００

＊相談・取次ぎは原則無料です。

　町では、新成人の門出を祝福する

成人式を開催します。

��　平成２４年１月８日（日）　

　　　受付１０：００～、開式１０：３０

��　中央公民館ホール

���　平成３年４月２日から平成

４年４月１日までに出生し、南伊豆

町に住んでいる方。

＊南伊豆町出身で、現在町外に在住

　している方も含みます。

���　教育委員会

　　　　�６２－０６０４
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～体の不調を見逃さないで専門医に

相談しましょう～

　受診し検査したが原因や異常が見

つからない。徐々に悪化してきた。

などでお悩みの方、ご相談ください。

専門医等がご自宅を訪問し、医療や

リハビリ等の相談に応じます。

����　平成２４年２月２日（木）

　　　　　１１：３０～１５：００

����　総合相模更生病院

　　　　　脳神経内科

　　　　　保坂和子医師

☆相談は無料（予約制）です。

☆希望される方は訪問日の２週間前

までにご連絡ください。

���　賀茂保健所　地域支援課

　　　　�２４－２０５２
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　中学校卒業または見込みの男子等

を幅広く豊かな人間性を養いながら、

各分野において専門技術者として養

成するコースです。月約９万５千円

の生徒手当が支給されます。

��　平成２４年４月１日現在、１５歳

と１６歳の男子の方

��　平成２４年１月６日（金）まで

���　平成２４年１月１４日（土）

＊詳細は、自衛隊伊東地域事務所

�０５５７－３７－９６３２または

インターネットで「静岡地本」を検索

　脳の病気や脳外傷の後、次のよう

な症状でお困りの方は、ぜひ専門医

にご相談ください。＊要予約

　注意力が散漫になり落ち着かない。

ついさっき聞いたことを覚えていら

れない。ちょっとしたことで怒りっ

ぽくなった。など

��　平成２４年１月２３日（月）

　　　１４：００～１６：３０

��　下田総合庁舎　４階相談室

�������　賀茂健康福祉セン

ター福祉事業課　�２４－２０５６

��������	

　自死遺族が集い、お互いが思いを

語り合う。

��　１２月１０日（土）、平成２４年２月

２５日（土）

��　１３：３０～１６：００

��　サンウェルぬまづ

�������

　相談員による個別相談　＊要予約

�１２月２１日（水）、平成２４年２月１５日

（水）　各１３：００～１６：００

　東部健康福祉センター

　申込　�０５５－９２０－２０８７

�平成２４年３月２１日（水）

　１３：００～１６：００

　熱海健康福祉センター

　申込　�０５５７－８２－９１２０

���　県精神保健福祉協会

　　�０９０－２６８７－２７５８

��　学習のつまずきや遅れが気に

なる。落ち着きのなさや行動が気に

なる。などに該当する幼児・児童・

生徒の保護者や関係者

��　１２月２６日（月）９：３０～１６：３０

��　伊東市児童・障害者福祉セン

　　　ター「はばたき」

　　　（伊東市松原６２２－１２）

�������

　１２月１６日（金）までに下記へ。

　ネットワーク相談係（沼津視覚特

　別支援学校内）

　�０５５－９２１－２０９９
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婚姻日お名前（旧姓）地区

１０．１７岡 林 孝 裕・香澄（齋藤）伊浜

１０．２３鈴木祐一郎・理香（米山）妻良
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月　日年齢氏　名地区

１０．１２７９稲 葉 正 治伊浜

１０．１８９１� 野 ハ ナ加納

１０．１８６４�橋美智子下小野

１０．１９８１大 野 豊 子加納

１０．３１５９桑 原 和 美湊

��������

父・母誕生日赤ちゃんの名前地区

幸弘・ありさ９．２６山 本 璃  茉 
り ま

毛倉野

　渉　・智美　９．２９土 屋 禎  吾 
てい ご

青市

直也・英恵　１０．３堀　  日  向 
ひ なた

湊

隆之・れん　１０．５渡 邊　  晴 
はる

毛倉野

　　　啓子　１０．１７安 田　  鈴 
りん

下小野

直人・素子　１０．２０長 嶋 里  奈 
り な

一條

��������	
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　毎年３万人を超す方々が自ら命を

絶ち、嘆き苦しむご遺族が残されて

います。遺族の体験、抱えている問

題、して欲しい支援、多くの遺族か

ら学んだことについて語ります。

��　平成２４年１月２８日（土）

　　　１３：３０～１６：００

��　沼津市民文化センター

　　　（沼津市御幸町１５－１）

��　こころのカフェきょうと

　　　代表　石倉紘子氏

�������

　受講申込書（役場健康福祉課に用

意してあります）を平成２４年１月１７

日（火）までに下記へＦＡＸ送信して

ください。

　県精神保健福祉協会　 外  間 
ほか ま

　�０９０－２６８７－２７８５

　�０５４－２８６－９２４９
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　以前、会社の事務員をしているときに、親戚から
ヘルパー試験の話を聞き、受験して資格を取得しま
した。現在は介護職として病院に勤務しています。
　今年から、町の介護予防教室「シニアのはつらつ
トリム教室」のお手伝いをさせてもらっています。
教室に参加している方々はとてもお元気で、いつも
こちらが元気をもらっています。皆さんとのふれあ
いが楽しく、これからも続けていきたいです。

　また、よさこい翔華組に所属していますが、１０月
に町の介護予防教室「ひまわりの会」「ひだまりの
会」で、初めて踊りを披露させていただきました。
参加者の皆さんにも鳴子を手にして踊ってもらい、
「また来てくれたときに一緒に踊るからね」と嬉し
い言葉をかけてもらいました。
　人との関わりを楽しみながら、これからも元気に
過ごしていきたいです。
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　心や体が多少つらくても、つい「時間がたてば
良くなる」「こんなことで弱音を吐くわけにはい
かない」などと思いがちです。しかし、無理を続
けているといつか本当に病気になってしまうかも
しれません。
　大切なのは、心や体のつらさに“見て見ぬふり”
をしないこと。周囲の人や関係機関に相談したり、
早めの受診が必要な場合もあります。自分自身の
心のＳＯＳを見逃さないようにしましょう。
☆心の病は、家族や職場、地域の人など周囲の支
えも重要です。詳しくは、今月
中に全戸配布するパンフレット
「大切な人の悩みに気づいてく
ださい」をご参照ください。
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